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村 上 久 美 議 員（ 公 明 党 ） 質問方式：一問一答方式 

 

１ 災害時における情報通信等の先進的な技術の活用について 

（1） この新総合防災情報システムの利用により、災害対応へどのよ

うな効果があるか伺います 

（2） この新総合防災情報システムの利用を効果的に利用するため

に、対応する部局の構成はどうなっているのか、伺います 

（3） 新総合防災情報システムの利用では、各地域の細かな情報が書

き込まれますが、個人情報等の扱いについて、どのように整理

しているのか伺います 

（4） 今回の災害を契機として､今後の大規模災害発生時における避

難所等の通信確保のため､指定避難所等への衛星インターネッ

ト機器等の新技術の導入が望まれますが､技術の進展に応じた

新しい通信サービス･機器について､その迅速な立ち上げと継

続的な運営を地域が自ら円滑に行えるよう､新しい通信技術に

関する訓練（機器の設置､設定維持･管理等）を修了した者や無

線従事者免許取得者等､地域ごとに無線技術に知見のある者を

中心とする体制整備（仮称：通信復旧支援チーム）を行い､発

災後に通信設備の被災状況把握や通信環境確保等を迅速かつ

継続的に行う取組を検討すべきであると思いますが、ご見解を

伺います 

（5） 現在災害時職員間の通信方法は、携帯電話以外で準備があるの

でしょうか 

（6） 外国人旅行者が増えている状況の中、外国人にとっては､イン

ターネットによる情報収集がメインであることから､通信確保

の優先度を上げた対応が必要ですが、取組みがあるのでしょう

か 

 

２ がん患者の支援について 

（1） 尾道市におけるがん罹患者数や死亡数などの実態につい

て、データで把握されているのかお伺いします  

（2） がんの罹患者の方に対する情報提供や支援など、尾道市

が行っていることについてお聞かせ願います  

（3） 症例 1）の場合、尾道市としてどのような対応ができます

か、年齢によっても対応が変わってくるとは思うのです

が、使えるサポートについて、全て教えて下さい  
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（4） アピアランスケア研修を受講され、患者さんのケアに従

事されている専門の方は尾道市に何名いらっしゃるので

しょうか  

（5） アピアランスケアの取組の一つとして、 県の制度にプラ

スで医療用ウィッグや補整具の購入費の助成を行う考え

はないでしょうか  

（6） がん検診の受診歴の把握、受診の呼びかけなど、今後尾

道市はどのように取組を進める予定かお聞かせ下さい  

 

３ 投票しやすい環境整備 

（1） 今回フジグラン尾道での投票人数は、何人でしたか  

（2） コミュニケーションボードを作成してはどうでしょうか  

（3） 投票所内の見取り図を貼りだしてはどうでしょうか  

 


